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印象に残っている言葉は？

最新号・バックナンバー

研究職を続けるかどうか悩んでいた時
に、ポストの心配や研究業績のプレッ
シャーがあるかもしれないが、わくわくす
ることに挑戦するのが研究者として大切
だと学生時代にお世話になった先生から
アドバイスされました。時に悩みや苦労は
ありますが、根っこにある探究心が研究
者を続けていく原動力になっています。

情報技術のここ数年の進歩は目覚まし
く、便利になる一方で弊害も生じており、
その対策技術の研究をしています。近年
の人工知能技術には収集した行動履歴
などのパーソナルデータを分析して利用
するものが多くあります。パーソナルデー
タの利用に適切な技術やルールを用い
ないと、プライバシー侵害や望まれない
プロファイリングが行われるリスクがあり
ます。そのようなリスクに対処するため
に、匿名化などプライバシー保護技術や、
プライバシー漏えいリスク評価技術を開
発しています。また、人工知能の公正性な
どの倫理的課題にも取り組んでいます。
例えば人工知能が特定の人種や性別

の人たちに不利益になるような意思決定
をする可能性をどう捉えるか、そのような
偏りを見つけて是正するにはどうしたらよ

わくわくすること
を選ぼう
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いか、などを対象にしています。これらは
比較的新しい分野なので、課題を議論、提
案、解決していく面白さを特に感じます。
社会における技術のあり方に関わる上

で、法学、哲学など人文・社会科学の研究
者との共同研究にも力を入れています。
異なる専門性を持つ研究者同士が議論
することで新たな研究につながることも
ありますし、技術の進展により目まぐるし
く世の中が変わる中で、社会をどうデザ
インしていくかという大きな課題に少し
でも関われることにやりがいを感じてい
ます。

高校生の頃はなんとなく文系クラスに
いたのですが、先生に紹介された数学の
読み物をきっかけに転向し、大学では物
理学を学び、その後人工知能の面白さと

可能性に触れ、この分野に飛び込みまし
た。自分の興味や可能性を限定せずに新
しい課題に取り組むたび、困難はありま
すが楽しさもあり、自分の糧にもなって
いきます。また研究仲間との議論に加
え、日々の何気ない会話や観察から学ぶ
ことも多いです。
研究者は体力も重要ですので、体力づ

くりも兼ねて時折ハイキングなどに行き
ます。自然に触れることで精神的にもリ
フレッシュできます。
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